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青年の父　山本瀧之助の足跡を訪ねて

【２２】『山本瀧之助全集』と「頌徳碑」

　瀧之助が５６歳になる直前の１９２９年（昭和４年）１１月１０日の日記に「１０日より上京　帰る途中から歯痛発熱　骨膜炎入院コンナ事で」と，病気で仕事半ば入院したことの無念さを書き，翌年の１月２３日まで日記を書いていない。その後，１０日間程で日記が途絶える。

　瀧之助の病状回復が困難であると判断した日本青年会館は，１９３０年（昭和５年）１１月，「山本瀧之助氏功労顕彰会」を作り，胸像の制作と『山本瀧之助全集』発刊事業を進めることを決めた。

　一方，地元沼隈郡でも同年１２月，村田静太郎（露月）が発起人となって「山本瀧之助頌徳会」を発足させ，頌徳碑の建設と『山本瀧之助言行録』を出版することを決めた。

　瀧之助の胸像は，日展審査員の雨宮治郎が制作，一体は１９３１年（昭和６年）４月４日，日本青年会館で除幕され，もう一体は沼隈郡千年村草深の生家に贈られた。（この像は現在福山市沼隈図書館の山本瀧之助記念室入口に設置されている。）

　瀧之助はその年の１０月２６日，草深の自宅で５７歳１１か月の生涯を終えた。瀧之助が待ち望んでいた『山本瀧之助全集』（注）の発行は同年１２月１５日で,瀧之助が目にすることはできなかった。

　頌徳碑の建設は，かつて青年講習会を試験的に行った阿伏兎盤台寺の参道に建設され，１９３５年（昭和１０年）５月１９日除幕された。碑の題字は，松永尋常小学校での教え子であり，大日本連合青年団理事の丸山鶴吉が書き，碑文は，同青年団理事長，田沢義舗が撰文している。碑文に「実ハソノ全生涯ヲ通ジ　ソノ全精力ヲ挙ゲテ我ガ国青年団運動ノ為ニ捧ゲラレタリ　ソノ今日ノ興隆ヲ見タルモ全ク先生ノ功績ナリトイフモ過言ニアラズ」と記している。なお『山本瀧之助先生言行録』は同年１２月に出版された。

（注）『山本瀧之助全集』：山本瀧之助の著書１４冊の内，『田舎青年』『地方青年団体』『模範日』『早起』『少年団研究』『一日一善』『青年修養着手の個所』『幹部の修養』など１１冊を収録

執筆：上田　靖士（山本瀧之助研究会）
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南部こんなんやるDay

南部管内の講座のご案内です。みなさまどうぞご参加ください。


うつみ公民館　　TEL：９８６－３７２２　　　　　　

「生活習慣病について」

と　き　６月１５日（土）１３：３０～

ところ　内海公民館　集会室　

講　師　檜谷　まり子さん

　　　　（沼隈病院　理事長）
申し込み・参加費は不要です。

気軽にご参加ください


熊野公民館　　　TEL：９５９－０００１

仲間づくりは元気の秘訣

～身体のしくみを理解してすてきに加齢～

と　き　６月２５日（火）９：３０～

ところ　熊野公民館　会議室

講　師　三吉　貴子さん（気功療法士）

参加費　無料

定　員　15人

持参物　バスタオル・飲料

～動きやすい服装でおこしください～


沼隈図書館　TEL：９８７－５６３０

｢あかちゃんといっしょのおはなし会｣

と　き　６月１２日（水）・１３日（木）　

両日とも１１：００～１１：３０

内　容　絵本の読み聞かせ，手遊び，など

対　象　乳幼児と保護者

《6月は食育月間》
パネル展　「たべて，げんき！」　　　　　　　

と　き　６月４日（火）～6月30日（日）   　

内　容　食育や健康に関するパネルなどの展示　　
食育おはなし会「たべて，げんき！おはなし会」

と　き　６月16日（日）午後2時～午後3時
内　容　食育エプロンシアターや大型絵本「はらぺこあおむし」の読み聞かせなど　　

福山市生涯学習講師派遣事業

人材バンク「福の山」講師募集
講師登録をして培った知識を活かしませんか？

「自分の持っている知識・技能・経験を役立てたい!!」と考える方に登録していただき，指導を受けたいグループなどから依頼があったときに，講師をしていただくものです。

【募集期間】　５月１日(水)～６月２８日(金)

《指導内容》

・芸能 ・文化の伝承に関するもの

・生涯スポーツの普及など健康増進に関するもの

・環境問題に関するものなど…

【申請書提出先】　　
生涯学習課または各生涯学習センター

【申請書設置場所】　
生涯学習課，各生涯学習センター，各公民館，各コミュニティセンター・館

【問い合わせ先】

福山市役所まちづくり推進部　生涯学習課TEL(084)928-1243


放送大学

１０月入学生募集中！

○１科目から学べます
○BS放送・インターネットで学べます
○心理学・経済・歴史・文学・自然科学など幅広い分野を学べます

【出願期間】８月３１日（土）必着
【資料請求・問い合わせ先】放送大学福山サテライトスペース
(まなびの館ローズコム三階　TEL：084-991-2011)

２０１３年度
子育てサポーターリーダー（ファシリテーター）

養成講座　受講生募集中！！
· 日　時　　6月２７日(木)・７月４日(木)
　　　　　７月１２日(金)・７月１８日(木)全4回　

１３時３０分～１６時００分

· 場　所　 西部市民センター(松永町三丁目１番２９号)

· 内　容　『「親の力」をまなびあう学習プログラム』講座の進行役になるためのスキルを学びます。受講後は修了証を発行します。地域で子育てボランティアとして活動してみませんか。

· 対　象　　子育て支援に関心のある方　
◆定　員　２0人 ※先着

· 受付期間　６月３日（月）より　※定員になり次第終了

· 参加費　　無料　　

· 申し込み・問い合わせ先　生涯学習課　928-1243


ボ～ノさんのささやき
　みなさんは「人権」と聞くと，なんだか難しいことのような気がしませんか？

色々な解釈がありますが人権とは，一般的に「人が人として幸せに生きるための権利で，生まれながらに持っている権利」と言われています。この言い方だと少し固い気がしますが，言い換えれば自分自身が存在するということ，自分＝人権ということになります。ですから人権問題とは，自分がそこにいることが出来なくなることを言います。

では，なぜそこにいることができなくなるのでしょうか？…

このように少し簡単にするだけで，みなさんも「考えてみようかな」と思われたのではないでしょうか。たしかに人権についての問題は複雑で解決策を見つけ辛いものも多いです。しかし，本当に身近な問題であり，知らず知らずに誰もが悩み，考えている事でもあります。

だから，「人権なんて難しい話は，嫌だな。」と思わず。気軽に自分のこと(悩みや幸せ）について，話ができるようになれば良いと思います。


視覚障がい等の理由がある人のために，営利目的を除き「録音」「点字」「拡大」などを認めます。






























